
*** C.I.E. ***
Communications and Information 

Engineering Laboratory

可視性と保守性に優れた
学術リポジトリの構築

金沢大学

西澤 滋人，笠原 禎也，高田 良宏



*** C.I.E. ***

リポジトリとは

大学や研究機関においてデジタルデータを蓄積・発
信するためのネットワーク上の保管庫

書誌情報をPDF化、図書分類に基づき登録

国内外の図書館等で学術情報を公開するためにリ
ポジトリを構築する動きがある

世界中から一意に書誌情報を取得できる



*** C.I.E. ***

金沢大学のリポジトリ・KURA
(Kanazawa University Repository of Academic Resources)
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KURA・アイテム表示画面

Dublin Core 世界中で一意の識別子
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ハーベスティング － NII（国立情報学研究所）

金沢大学のKURAに登録されている

論文のメタデータを収集し、検索を
行っている
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研究目的

書誌情報と同様に画像や動画、教材などを対象とす
る金沢大学のデジタルコンテンツリポジトリの構築

文学部・インドの宗教画像

文学部・中国の演劇動画

理学部・岩石画像

などの学内に分散管理されているコンテンツが対象

リポジトリ登録のメリット

学内の学術情報資産の統一管理

ハーベスティングにより、学外からの利用者にも提供可能

一意の識別子が与えられることにより、書誌情報と同様に
世界中どこからでも特定できる

金沢大学独自の学術情報の発信
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インドの宗教画像の特徴

文学部の森雅秀教授より提供

数万点規模

独自のデータベースを構築

インド各地の遺跡等で撮影した画像

この分野では価値の高い資料

管理・運用が負担
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デジタルコンテンツリポジトリ構築上の問題点

画像に対して、書誌情報を中心に考えられたメタ
データをどのように与えるか

多数のデータをどのように登録するか

多種多様なデータをどのように保守するか

専門的知識のない利用者から、いかに検索しやすく
するか

多様なデータ間の相互参照をどう実現するか
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開発方針

図書館では扱わないような、書誌情報以外の様々な
学術情報を登録するリポジトリを構築

多様で大量な情報を登録・管理する方法

専門知識（必要なキーワード）がなくても情報を探し
出せるしくみ

ハーベスティングを利用し、学外へ学術情報を発信

リポジトリプラットフォームである
DSpace

を利用
•全国の大学図書館でも利用されている
•金沢大学図書館でも導入されている
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メタデータの定義

ハーベスティングに対応できるよう、可能な限り既存
の定義を使用

既存の定義で不十分な内容については、Dublin 
Coreの限定子、基本要素の順に定義する

基本要素 限定子 意味

description abstract 要約

description tableOfContents 目次

description dimensions サイズ

description material 材質
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一括登録スクリプトの作成

様々な情報の登録に使用できるよう、汎用的に作成

多くのLinuxで利用されているbashを使用

メタデータ（及びその定義）はタブ区切りテキストから
読み込む

必要なファイルやディレクトリを作成し、DSpaceのイ
ンポートコマンドを実行

設定ファイルや簡易ログ出力機能

テ
キ
ス
ト

（
タ
ブ
区
切
り
）

Ｘ
Ｍ
Ｌ
フ
ァ
イ
ル

デ
ィ
レ
ク
ト
リ

な
ど
の
作
成

Ｄ
Ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ

登
録



*** C.I.E. ***

いかに情報を探しやすくするか

多様な情報を検索しやすくする方法は？

宗教画像 → インド

岩石画像 → 石川県各地

演劇動画 → 中国

世界や日本各地の情報を視覚的に検索できる

様々な情報を地図上で総合的に検索できる

地理的にも多様である

地図上に表示させる
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地図情報とリポジトリの連携法の検討

地図上に情報をプロット

特定の場所やその周辺地域から探す

③座標情報

Google EarthDSpace

Python

リンク

②問い合わせ

Database

コンテンツ
メタデータ

④KML生成
①キーワード

（地名など）
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Google Earthとの連携
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まとめと今後の課題

まとめ

デジタルコンテンツに対するメタデータの定義法に関する
指針を提案した。

一括登録により、様々な情報に対して一定の保守性を確
保できるようになった。

リポジトリと地図情報の連携によって可視性を向上させる
ことが出来た。

今後の課題

多様なコンテンツにも適用し、金沢大学から様々な学術情
報を発信するデジタルコンテンツリポジトリの完成。
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